
医学教育モデル・コア・カリキュラム(令和4年度改訂版)第2章：学修目標（第1～3層）

4～6 6
医
学
入
門

早
期
医
学
体
験
実
習
（

E
M
E
）

発
生
学

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
 

(

生
理
学

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
 

(

解
剖
総
論

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
 

(

肉
眼
解
剖
学

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
 

(

組
織
学
総
論

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅱ
 

(

神
経
の
構
造

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅱ
 

(

生
理
学

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅱ
 

(

生
理
学
実
習

)

人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅱ
 

(

組
織
学
各
論

)

生
体
内
物
質
と
代
謝

病
気
と
遺
伝
学

分
子
生
物
学

疫
学

医
学
情
報
学
 

(

基
礎

)

医
学
英
語
Ⅰ

基
礎
臨
床
統
合
Ⅰ

基
礎
臨
床
統
合
Ⅱ

基
礎
薬
理

病
理
総
論

生
体
防
御
と
感
染
 

(

細
菌
学

)

生
体
防
御
と
感
染
 

(

免
疫
学

)

生
体
防
御
と
感
染
 

(

ウ
イ
ル
ス
学

)

生
体
防
御
と
感
染
 

(

医
動
物
学

)

生
体
防
御
と
感
染
 

(

総
合

)

環
境
医
学

統
合
臨
床
医
学

臓
器
別
講
義
演
習
Ⅰ

医
学
研
究
実
習

医
学
情
報
学
 

(

応
用

)

法
医
学

公
衆
衛
生
学

医
学
英
語
Ⅱ

臨
床
実
習
入
門
 

(

C
B
T
）

臨
床
実
習
入
門
 

(

O
S
C
E

)

臓
器
別
講
義
演
習
Ⅱ

臓
器
別
講
義
演
習
Ⅲ

臨
床
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

臨
床
医
学
講
義
 

(

集
中

)

第1層/第1層_語 第2層 第3層
PR-01-01:誠実さ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19
PR-01-02:省察 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
PR-02-01:思いやり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18
PR-02-02:他者理解と自己理解 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
PR-02-03:品格・礼儀 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19

PR-03:教養
医師に相応しい教養を身につける。

PR-03-01:教養
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18

PR-04:生命倫理
医療における倫理の重要性を学ぶ。

PR-04-01:臨床倫理
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13

GE-01-01:臓器横断的な診療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
GE-01-02:生物・心理・社会的な問題への包括的な視点 1 1 1 1 1 5
GE-01-03:患者中心の医療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
GE-01-04:根拠に基づいた医療<EBM> 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
GE-01-05:行動科学 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
GE-01-06:緩和ケア 1 1 1 1 1 1 1 7
GE-02-01:プライマリ・ケアにおける基本概念 1 1 1 1 1 1 6
GE-02-02:地域におけるプライマリ・ケア 1 1 1 1 1 1 1 1 8
GE-02-03:医療資源に応じたプライマリ・ケア 1 1 1 1 1 5
GE-02-04:在宅におけるプライマリ・ケア 1 1 1 1 1 5
GE-03-01:人生のプロセス 1 1 1 1 1 1 6
GE-03-02:小児期全般 1 1 1 1 1 1 1 7
GE-03-03:胎児期、新生児期、乳幼児期 1 1 1 1 4
GE-03-04:学童期、思春期、青年期、成人期 1 1 1 3
GE-03-05:老年期 1 1 1 1 1 1 6
GE-03-06:終末期 1 1 1 1 1 1 6
GE-04-01:医学的・文化的・社会的文脈における健康

1 1 1 1 1 1 1 1 1
1

10

GE-04-02:社会科学
1 1 1 1 1 1 6

LL-01-01:生涯学習の実践 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20
LL-01-02:キャリア開発 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

LL-02:医療者教育
医師・医学生に限らず、同僚や後輩を含む医療者への教育に貢献する。

LL-02-01:医療者教育の実践
1 1 1 1 1 1 1 1 8

RE-01-01:能動的姿勢 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18
RE-01-02:探究心 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19
RE-02-01:医学と医療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 23
RE-02-02:論文読解 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15
RE-03-01:問い 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
RE-03-02:研究計画 1 1 1 1 1 1 1 1 8
RE-03-03:研究手法 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
RE-03-04:研究結果 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

RE-04：研究の発信
研究の意義・内容を他者に説明し討論する。

RE-04-01:研究発表
1

1 1 1 1 1 1
1

1 1 1 11

RE-05-01:適切な研究遂行 1 1 1 1 1 1 1 1 8
RE-05-02:対象者の保護 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
PS-01-01:生命現象の科学 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18
PS-01-02:個体の構成と機能 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18
PS-01-03:個体の反応 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
PS-01-04:病因と病態 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19
PS-02-01:総論 1 1 1 3
PS-02-02:血液・造血器・リンパ系(表2-1) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
PS-02-03:神経系(表2-2) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
PS-02-04:皮膚系(表2-3) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
PS-02-05:運動器（筋骨格）系(表2-4) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
PS-02-06:循環器系(表2-5) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
PS-02-07:呼吸器系(表2-6) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
PS-02-08:消化器系(表2-7) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
PS-02-09:腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）(表
2-8)

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

PS-02-10:生殖器系(表2-9) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
PS-02-11:妊娠と分娩(表2-10) 1 1 1 1 1 1 1 7
PS-02-12:小児(表2-11) 1 1 1 1 1 5
PS-02-13:乳房(表2-12) 1 1 1 1 1 1 1 7
PS-02-14:内分泌・栄養・代謝系(表2-13) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
PS-02-15:眼・視覚系(表2-14) 1 1 1 1 1 1 1 1 8
PS-02-16:耳鼻・咽喉・口腔系(表2-15) 1 1 1 1 1 1 1 1 8
PS-02-17:精神系(表2-16) 1 1 1 1 1 1 1 7
PS-03-01:遺伝医療・ゲノム医療 1 1 1 1 1 1 1 7
PS-03-02:免疫・アレルギー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
PS-03-03:感染症(表 2-18) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
PS-03-04:腫瘍 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13
PS-03-05:救急・集中治療(表2-20) 1 1 1 1 1 1 1 7
PS-03-06:放射線の生体影響と適切な利用、放射線障害 1 1 1 1 1 1 1 7
IT-01-01:情報・科学技術に向き合うための準備 1 1 1 1 1 1 1 7
IT-01-02:情報・科学技術利用にあたっての倫理観とルール

1 1 1 1 4

IT-02-01:情報・科学技術を活用した医療 1 1 1 1 1 1 1 1 8
IT-02-02:情報・科学技術の先端知識 1 1 1 1 1 5
IT-03-01:情報・科学技術を活用したコミュニケーションスキル 1 1 2

IT-03-02:情報・科学技術を活用した学習スキル 1 1 1 3
CS-01-01:医療面接 1 1 1 1 1 1 1 1 8
CS-01-02:身体所見 1 1 1 1 1 1 6
CS-02-01:診療録記載 1 1 1 1 4
CS-02-02:臨床推論 1 1 1 1 1 5
CS-02-03:検査(計画、分析評価) 1 1 1 1 1 5
CS-02-04:治療(計画、経過の評価) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
CS-02-05:教育計画 1 1 1 3
CS-03-01:検査手技 1 1 1 1 4
CS-03-02:治療手技 1 1 1 3
CS-03-03:救急・初期対応 1 1 1 1 4
CS-03-04:書類の作成 1 1 1 3
CS-03-05:患者ケアに必要な連携 1 1 1 3
CS-03-06:診療計画カンファレンス 1 1 1 1 4

CS-04:診療経過の振り返りと改善
実施された医療を省察し、言語化して他者に説明し、次回に向けて改善につなげることができる。

CS-04-01:振り返りカンファレンス 1 1 2

CS-05-01:医療の質向上 1 1 1 1 4
CS-05-02:医療従事者の健康管理 1 1 1 3
CS-05-03:安全管理体制 1 1 1 1 4
CS-05-04:感染制御 1 1 1 1 1 1 1 7
CS-05-05:患者安全の配慮と促進 1 1 1 1 1 5
CS-05-06:患者安全の実践 1 1 1 1 4
CM-01-01:患者・家族への適切なコミュニケーションスキ
ルの活用

1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

CM-01-02:患者の立場の尊重と苦痛への配慮 1 1 1 1 1 1 1 1 8
CM-02-01:患者へのわかりやすい言葉の説明 1 1 1 1 1 1 6
CM-02-02:患者への行動変容の促し 1 1 1 1 1 5
CM-02-03:患者の意思決定の支援 1 1 1 1 1 5
CM-03-01:患者・家族の課題の把握と必要な情報の取得 1 1 1 1 1 5
CM-03-02:患者・家族の心理・社会的背景に配慮した診療

1 1 1 1 1 5

IP-01-01:患者中心の保健医療福祉 1 1 1 1 1 1 6
IP-01-02:職種間コミュニケーション 1 1 1 1 1 1 1 7
IP-01-03:医師間の紹介と相談 1 1 1 1 4
IP-02-01:職種役割 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
IP-02-02:関係性への働きかけ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
IP-02-03:自職種の省察 1 1 1 1 1 1 1 7
IP-02-04:他職種の理解 1 1 1 1 1 1 1 7
SO-01-01:公衆衛生 1 1 1 1 1 1 6
SO-01-02:社会保険、公的扶助、社会福祉 1 1 1 1 4
SO-01-03:地域保健 1 1 1 1 4
SO-01-04:産業保健・環境保健 1 1 2
SO-01-05:健康危機管理 1 1 1 1 4
SO-02-01:保健統計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
SO-02-02:疫学 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
SO-02-03:データ解析と統計手法 1 1 1 1 1 1 1 1 8

SO-03:法医学
死の判定や死亡診断と死体検案を理解する。

SO-03-01:死と法
1 1

SO-04-01:健康と医療 1 1 2
SO-04-02:ジェンダーと医療 1 1 1 3
SO-04-03:気候変動と医療 1 1 1 1 1 1 6
SO-04-04:哲学と医療 0
SO-04-05:歴史と医学・医療 1 1 1 1 1 1 6
SO-04-06:医療経済 1 1 1 3
SO-04-07:社会的公正 1 1 2
SO-05-01:国内の医療職の役割や医療体制 1 1 1 1 1 5
SO-05-02:グルーバルヘルスの役割や医療体制 1 1 1 1 1 1 6

SO-06:社会科学の視点から捉える医療
医学的・文化的・社会的文脈のなかで生成される健康観や人びとの言動・関係性を理
解し、社会科学 (主に医療人類学・医療社会学)の視点・理論・方法から、それを臨
床実践に活用することができる。

SO-06-01:社会科学と医療との関係

1 1 1 1 4

3 4

GE-02:地域の視点とアプローチ
地域の実情に応じた医療・保健・福祉・介護の現状及び課題を理解し、医療の基本と
してのプライマリ・ケアの実践、ヘルスケアシステムの質の向上に貢献するための能
力を獲得する。
GE-03:人生の視点とアプローチ
患者・生活者の成長、発達、老化、死のプロセスを踏まえ、経時的に患者・家族・生
活者に起こり得る精神・社会・医学的な問題に関与できる。

GE-04:社会の視点とアプローチ
文化的・社会的文脈のなかで生成される健康観や人々の言動・関係性を理解し、文化
人類学・社会学（主に医療人類学・医療社会学）の視点から、それを臨床実践に活用
できる。

1 2

CS-03:治療を含む対応の実施
患者の状態の評価に基づいて患者本人、家族、医療スタッフと連携し、必要な医療を
提案または実施できる。

CS-05:医療の質と患者安全
医療の質と患者安全の観点で自己の行動を省察し、組織改善と患者中心の視点を獲得
する。

CM-01:患者に接する言葉遣い・態度・身だしなみ・配慮
患者のプライバシー、苦痛等に配慮し、非言語コミュニケーションを含めた適切なコ
ミュニケーションスキルにより良好な人間関係を築くことができる。

RE-03:研究の実施
自然科学・人文社会科学の研究手法を体験し理解する。

RE-05:研究倫理
法令遵守ならびに人権尊重し、医学生として正しく行動する。
PS-01:基礎医学
分子レベルから個体レベルまでの、生命現象、細胞から個体の構成と機能、個体の反
応を理解し、その破綻による病因と病態を理解する。

PS-02:人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療
人体各器官の構造と機能を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療の
知識を臨床的に使用できる。

SO:社会における医療の役割の理解
医療は社会の一部であるという認識を持
ち、経済的な観点・地域性の視点・国際
的な視野なども持ちながら、公正な医療
を提供し、健康の代弁者として公衆衛生
の向上に努める。

PR-02:思いやり
品格と礼儀を持って、他者を適切に理解し、思いやりを持って接する

GE-01:全人的な視点とアプローチ
患者の抱える問題を臓器横断的だけでなく心理・社会的視点で捉え、専門領域にとど
まらない姿勢で責任をもって診療に関わり、最善の意思決定や行動科学に基づく臨床
実践に関与できる。

CS:患者ケアのための診療技能
患者の苦痛や不安感に配慮し、確実で信
頼される診療技能を磨き、医療の質と患
者安全を踏まえた診療を実践する。

CM:コミュニケーション能力
患者及び患者に関わる人たちと、相手の
状況を考慮した上で良好な関係性を築
き、患者の意思決定を支援して、安全で
質の高い医療を実践する。

IP:多職種連携能力
医療・保健・福祉・介護など患者・家族
に関わる全ての人々の役割を理解し、お
互いに良好な関係を築きながら、患者・
家族・地域の課題を共有し、関わる人々
と協働することができる。

SO-04:社会の構造や変化から捉える医療
患者の抱える健康に関する問題の背景にある社会的な課題を適切に捉え、その解決の
ために積極的に行動する。

SO-05:国内外の視点から捉える医療
国内及び国際社会の中で規定される医療の役割と医療体制について概要を理解してい

CM-02:患者の意思決定の支援とそのための情報収集・わかりやすい説明
患者や家族の多様性に配慮し、必要な情報についてわかりやすく説明を行い、患者の
主体的な治療やマネジメントに関する最善の意思決定を支援できる。
CM-03:患者や家族のニーズの把握と配慮
患者や家族の心理的、社会的背景を広い視野で捉える姿勢を持ち、患者の持つ困難や
必要な情報提供に対応できる。
IP-01:連携の基盤
患者や利用者、家族、地域の重要な課題について、協働する関係者と共通の目標を設
定する過程で、背景が異なることに互いに配慮し、役割、知識、意見、価値を伝え合
IP-02:協働実践
自他の役割や思考・行為・感情・価値観を踏まえ、協働する職種で信頼関係を構築
し、時に生じる職種間の葛藤にも適切に対応しながら、 互いの知識・技術を活かし
合い、職種としての役割を全うできる。

SO-01:社会保障
憲法で定められた「生存権」を守る社会保障制度、公衆衛生とは何か、地域保健、産
業保健、健康危機管理を理解する。保健統計の意義や利用法を学ぶ。

CS-02:患者情報の統合、分析と評価、診療計画
得られた全ての情報を統合し、様々な観点から分析し、必要な医療について評価した
上で提供すべき医療を計画できる。

LL-01:生涯学習
生涯学び続ける価値観を形成する。

PS-03:全身に及ぶ生理的変化、病態、診断、治療
器官横断的で全身に及ぶ生理的変化を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候、診
断と治療の知識を臨床的に使用できる。

SO-02:疫学・医学統計
人間集団を対象とする研究法である疫学の考え方と意義、主な研究デザインを学ぶ。
医学、生物学における統計手法の基本的な考え方を理解する。
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IT-01:情報・科学技術に向き合うための倫理観とルール
医学研究・医療等の場面で、情報科学技術を取り扱う際に必要な倫理観・デジタルプ
ロフェッショナリズム及び基本的原則を理解する。
IT-02:医療とそれを取り巻く社会に必要な情報・科学技術の原理
安全かつ質の高い医学研究・医療に必要な情報・科学技術に関する基本理論を理解
IT-03:診療現場における情報・科学技術の活用
遠隔医療を含む患者診療、学修の最適化に有効なICTツールの実践スキル及びデジタ
ルコミュニケーションスキルを修得する。
CS-01:患者の情報収集
患者本人、家族、医療スタッフ等関係する様々なリソースを活用し、診療に必要な情

LL:生涯にわたって共に学ぶ姿勢
安全で質の高い医療を実践するために絶
えず省察し、他の医師・医療者と共に研
鑽しながら、生涯にわたって自律的に学
び続け、積極的に教育に携わっていく。

RE-01:リサーチマインド
知的好奇心を満たす喜びとオリジナリティの重要性を知る。
RE-02:既知の知
先人の偉業を知り、新たな発想を育む。

PR:プロフェッショナリズム
人の命に深く関わり健康を守るという医
師の職責を十分に自覚し、多様性・人間
性を尊重し、利他的な態度で診療にあた
りながら、医師としての道を究めてい
く。

PR-01:信頼
社会から信頼を得る上で必要なことを常に考え行動する。

GE:総合的に患者・生活者をみる姿勢
患者の抱える問題を臓器横断的に捉えた
上で、心理社会的背景も踏まえ、ニーズ
に応じて柔軟に自身の専門領域にとどま
らずに診療を行い、個人と社会のウェル
ビーイングを実現する。

RE:科学的探究
医学・医療の発展のための医学研究の重
要性を理解し、科学的思考を身に付けな
がら、学術・研究活動に関与して医学を
創造する。

PS:専門知識に基づいた問題解決能力
医学及び関連する学問分野の知識を身に
付け、根拠に基づいた医療を基盤に、経
験も踏まえながら、患者の抱える問題を
解決する。

IT:情報・科学技術を活かす能力
発展し続ける情報化社会を理解し、人工
知能等の情報・科学技術を活用しなが
ら、医学研究・医療を実践する。

授業科目名

学修目標



医学教育モデル・コア・カリキュラム(令和4年度改訂版)第2章：学修目標（第1～3層）
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第1層/第1層_語 第2層 第3層
PR-01-01:誠実さ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17
PR-01-02:省察 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
PR-02-01:思いやり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20
PR-02-02:他者理解と自己理解 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20
PR-02-03:品格・礼儀 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19

PR-03:教養
医師に相応しい教養を身につける。

PR-03-01:教養
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17

PR-04:生命倫理
医療における倫理の重要性を学ぶ。

PR-04-01:臨床倫理
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19

GE-01-01:臓器横断的な診療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19
GE-01-02:生物・心理・社会的な問題への包括的な視点 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

GE-01-03:患者中心の医療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13
GE-01-04:根拠に基づいた医療<EBM>

1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13

GE-01-05:行動科学 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
GE-01-06:緩和ケア 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 19
GE-02-01:プライマリ・ケアにおける基本概念 1 1 1 1 1 1 1 7

GE-02-02:地域におけるプライマリ・ケア 1 1 1 1 1 1 6

GE-02-03:医療資源に応じたプライマリ・ケア 1 1 1 1 1 1 6

GE-02-04:在宅におけるプライマリ・ケア 1 1 1 1 1 1 6

GE-03-01:人生のプロセス 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
GE-03-02:小児期全般 1 1 1 1 1 1 1 7
GE-03-03:胎児期、新生児期、乳幼児期 1 1 1 1 1 1 6

GE-03-04:学童期、思春期、青年期、成人期 1 1 1 1 1 1 1 1 8

GE-03-05:老年期 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
GE-03-06:終末期 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
GE-04-01:医学的・文化的・社会的文脈における健康 1 1 1 1 1 1 1 7

GE-04-02:社会科学
1 1 1 1 1 1 6

LL-01-01:生涯学習の実践 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
LL-01-02:キャリア開発 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

LL-02:医療者教育
医師・医学生に限らず、同僚や後輩を含む医療者への教育に貢献する。

LL-02-01:医療者教育の実践
1 1 1 1 1 1 1 1 8

RE-01-01:能動的姿勢 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
RE-01-02:探究心 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
RE-02-01:医学と医療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
RE-02-02:論文読解 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
RE-03-01:問い 1 1 1 3
RE-03-02:研究計画 1 1 2
RE-03-03:研究手法 1 1 2
RE-03-04:研究結果 1 1 2

RE-04：研究の発信
研究の意義・内容を他者に説明し討論する。

RE-04-01:研究発表
1 1 1 1 4

RE-05-01:適切な研究遂行 1 1 1 1 1 5
RE-05-02:対象者の保護 1 1 1 1 1 5
PS-01-01:生命現象の科学 1 1 1 1 1 5
PS-01-02:個体の構成と機能 1 1 1 1 1 1 6
PS-01-03:個体の反応 1 1 1 1 1 1 1 7
PS-01-04:病因と病態 1 1 1 1 1 1 1 1 8
PS-02-01:総論 1 1 1 1 1 1 6
PS-02-02:血液・造血器・リンパ系(表2-1) 1 1 1 1 1 1 6

PS-02-03:神経系(表2-2) 1 1 1 1 4
PS-02-04:皮膚系(表2-3) 1 1 1 1 4
PS-02-05:運動器（筋骨格）系(表2-4) 1 1 1 1 4

PS-02-06:循環器系(表2-5) 1 1 1 1 1 1 6
PS-02-07:呼吸器系(表2-6) 1 1 1 1 1 1 6
PS-02-08:消化器系(表2-7) 1 1 1 1 1 1 6
PS-02-09:腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）(表
2-8)

1 1 1 1 1 1 6

PS-02-10:生殖器系(表2-9) 1 1 1 1 1 1 6
PS-02-11:妊娠と分娩(表2-10) 1 1 1 1 1 5
PS-02-12:小児(表2-11) 1 1 1 1 1 5
PS-02-13:乳房(表2-12) 1 1 1 1 1 1 6
PS-02-14:内分泌・栄養・代謝系(表2-13) 1 1 1 1 1 1 6

PS-02-15:眼・視覚系(表2-14) 1 1 1 3
PS-02-16:耳鼻・咽喉・口腔系(表2-15) 1 1 1 1 4

PS-02-17:精神系(表2-16) 1 1 1 3
PS-03-01:遺伝医療・ゲノム医療 1 1 1 1 1 1 1 1 8
PS-03-02:免疫・アレルギー 1 1 1 1 1 1 1 1 8
PS-03-03:感染症(表 2-18) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
PS-03-04:腫瘍 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 29
PS-03-05:救急・集中治療(表2-20) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

PS-03-06:放射線の生体影響と適切な利用、放射線障害 1 1 1 3

IT-01-01:情報・科学技術に向き合うための準備 1 1 1 1 1 1 6
IT-01-02:情報・科学技術利用にあたっての倫理観とルール 1 1 1 1 1 1 6

IT-02-01:情報・科学技術を活用した医療 1 1 1 1 1 1 1 7
IT-02-02:情報・科学技術の先端知識 1 1 1 1 4

IT-03-01:情報・科学技術を活用したコミュニケーションスキル 1 1 1 1 1 1 6

IT-03-02:情報・科学技術を活用した学習スキル 1 1 1 1 1 5
CS-01-01:医療面接 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
CS-01-02:身体所見 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 18
CS-02-01:診療録記載 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
CS-02-02:臨床推論 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15
CS-02-03:検査(計画、分析評価) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17
CS-02-04:治療(計画、経過の評価) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 23
CS-02-05:教育計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
CS-03-01:検査手技 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12
CS-03-02:治療手技 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11
CS-03-03:救急・初期対応 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
CS-03-04:書類の作成 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
CS-03-05:患者ケアに必要な連携 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
CS-03-06:診療計画カンファレンス 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

CS-04:診療経過の振り返りと改善
実施された医療を省察し、言語化して他者に説明し、次回に向けて改善につなげることができる。

CS-04-01:振り返りカンファレンス
1 1 1 1 1 5

CS-05-01:医療の質向上 1 1 1 1 4
CS-05-02:医療従事者の健康管理 1 1 1 1 4
CS-05-03:安全管理体制 1 1 1 1 4
CS-05-04:感染制御 1 1 1 1 1 5
CS-05-05:患者安全の配慮と促進 1 1 1 1 1 5
CS-05-06:患者安全の実践 1 1 1 1 1 5

CM-01-01:患者・家族への適切なコミュニケーションスキ
ルの活用

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21

CM-01-02:患者の立場の尊重と苦痛への配慮 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 21
CM-02-01:患者へのわかりやすい言葉の説明 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17
CM-02-02:患者への行動変容の促し 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 17
CM-02-03:患者の意思決定の支援 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
CM-03-01:患者・家族の課題の把握と必要な情報の取得 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14

CM-03-02:患者・家族の心理・社会的背景に配慮した診療 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
IP-01-01:患者中心の保健医療福祉 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
IP-01-02:職種間コミュニケーション 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13
IP-01-03:医師間の紹介と相談

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 13

IP-02-01:職種役割 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
IP-02-02:関係性への働きかけ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
IP-02-03:自職種の省察 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9
IP-02-04:他職種の理解 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10
SO-01-01:公衆衛生 1 1 1 3
SO-01-02:社会保険、公的扶助、社会福祉 1 1 2
SO-01-03:地域保健 1 1 1 3
SO-01-04:産業保健・環境保健 1 1 2
SO-01-05:健康危機管理 1 1
SO-02-01:保健統計 1 1 1 1 4
SO-02-02:疫学 1 1 1 3
SO-02-03:データ解析と統計手法 1 1 1 3

SO-03:法医学
死の判定や死亡診断と死体検案を理解する。

SO-03-01:死と法
0

SO-04-01:健康と医療 1 1 1 3
SO-04-02:ジェンダーと医療 1 1
SO-04-03:気候変動と医療 0
SO-04-04:哲学と医療 0
SO-04-05:歴史と医学・医療 0
SO-04-06:医療経済 1 1
SO-04-07:社会的公正 1 1
SO-05-01:国内の医療職の役割や医療体制 1 1
SO-05-02:グルーバルヘルスの役割や医療体制 0

SO-06:社会科学の視点から捉える医療
医学的・文化的・社会的文脈のなかで生成される健康観や人びとの言動・関係性を理
解し、社会科学 (主に医療人類学・医療社会学)の視点・理論・方法から、それを臨床
実践に活用することができる。

SO-06-01:社会科学と医療との関係

1 1

1

3

PS:専門知識に基づいた問題解決能力
医学及び関連する学問分野の知識を身に
付け、根拠に基づいた医療を基盤に、経
験も踏まえながら、患者の抱える問題を
解決する。

PS-01:基礎医学
分子レベルから個体レベルまでの、生命現象、細胞から個体の構成と機能、個体の反
応を理解し、その破綻による病因と病態を理解する。

PS-02:人体各器官の正常構造と機能、病態、診断、治療
人体各器官の構造と機能を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療の
知識を臨床的に使用できる。

PS-03:全身に及ぶ生理的変化、病態、診断、治療
器官横断的で全身に及ぶ生理的変化を理解し、主な疾患の病因、病態生理、症候、診
断と治療の知識を臨床的に使用できる。

LL:生涯にわたって共に学ぶ姿勢
安全で質の高い医療を実践するために絶
えず省察し、他の医師・医療者と共に研
鑽しながら、生涯にわたって自律的に学
び続け、積極的に教育に携わっていく。

LL-01:生涯学習
生涯学び続ける価値観を形成する。

RE:科学的探究
医学・医療の発展のための医学研究の重
要性を理解し、科学的思考を身に付けな
がら、学術・研究活動に関与して医学を
創造する。

RE-01:リサーチマインド
知的好奇心を満たす喜びとオリジナリティの重要性を知る。
RE-02:既知の知
先人の偉業を知り、新たな発想を育む。
RE-03:研究の実施
自然科学・人文社会科学の研究手法を体験し理解する。

RE-05:研究倫理
法令遵守ならびに人権尊重し、医学生として正しく行動する。

学年

GE:総合的に患者・生活者をみる姿勢
患者の抱える問題を臓器横断的に捉えた
上で、心理社会的背景も踏まえ、ニーズ
に応じて柔軟に自身の専門領域にとどま
らずに診療を行い、個人と社会のウェル
ビーイングを実現する。

GE-01:全人的な視点とアプローチ
患者の抱える問題を臓器横断的だけでなく心理・社会的視点で捉え、専門領域にとど
まらない姿勢で責任をもって診療に関わり、最善の意思決定や行動科学に基づく臨床
実践に関与できる。

GE-02:地域の視点とアプローチ
地域の実情に応じた医療・保健・福祉・介護の現状及び課題を理解し、医療の基本と
してのプライマリ・ケアの実践、ヘルスケアシステムの質の向上に貢献するための能
力を獲得する。

GE-03:人生の視点とアプローチ
患者・生活者の成長、発達、老化、死のプロセスを踏まえ、経時的に患者・家族・生
活者に起こり得る精神・社会・医学的な問題に関与できる。

GE-04:社会の視点とアプローチ
文化的・社会的文脈のなかで生成される健康観や人々の言動・関係性を理解し、文化
人類学・社会学（主に医療人類学・医療社会学）の視点から、それを臨床実践に活用
できる。

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
PR:プロフェッショナリズム
人の命に深く関わり健康を守るという医
師の職責を十分に自覚し、多様性・人間
性を尊重し、利他的な態度で診療にあた
りながら、医師としての道を究めてい
く。

PR-01:信頼
社会から信頼を得る上で必要なことを常に考え行動する。
PR-02:思いやり
品格と礼儀を持って、他者を適切に理解し、思いやりを持って接する

IT-02:医療とそれを取り巻く社会に必要な情報・科学技術の原理
安全かつ質の高い医学研究・医療に必要な情報・科学技術に関する基本理論を理解
し、その知識を自身の学修や医療へ適応する姿勢を体得する。
IT-03:診療現場における情報・科学技術の活用
遠隔医療を含む患者診療、学修の最適化に有効なICTツールの実践スキル及びデジタ
ルコミュニケーションスキルを修得する。

CS:患者ケアのための診療技能
患者の苦痛や不安感に配慮し、確実で信
頼される診療技能を磨き、医療の質と患
者安全を踏まえた診療を実践する。

CS-01:患者の情報収集
患者本人、家族、医療スタッフ等関係する様々なリソースを活用し、診療に必要な情
CS-02:患者情報の統合、分析と評価、診療計画
得られた全ての情報を統合し、様々な観点から分析し、必要な医療について評価した
上で提供すべき医療を計画できる。

CS-03:治療を含む対応の実施
患者の状態の評価に基づいて患者本人、家族、医療スタッフと連携し、必要な医療を
提案または実施できる。

CS-05:医療の質と患者安全
医療の質と患者安全の観点で自己の行動を省察し、組織改善と患者中心の視点を獲得
する。

IT:情報・科学技術を活かす能力
発展し続ける情報化社会を理解し、人工
知能等の情報・科学技術を活用しなが
ら、医学研究・医療を実践する。

IT-01:情報・科学技術に向き合うための倫理観とルール
医学研究・医療等の場面で、情報科学技術を取り扱う際に必要な倫理観・デジタルプ
ロフェッショナリズム及び基本的原則を理解する。

3年生【臓器別講義・演習Ⅰ】 3年生【臓器別講義・演習Ⅱ】 4年生【臓器別講義・演習Ⅲ】 4・5・6年生【臨床実習Ⅰ・Ⅱ】

SO:社会における医療の役割の理解
医療は社会の一部であるという認識を持
ち、経済的な観点・地域性の視点・国際
的な視野なども持ちながら、公正な医療
を提供し、健康の代弁者として公衆衛生
の向上に努める。

SO-01:社会保障
憲法で定められた「生存権」を守る社会保障制度、公衆衛生とは何か、地域保健、産
業保健、健康危機管理を理解する。保健統計の意義や利用法を学ぶ。

SO-02:疫学・医学統計
人間集団を対象とする研究法である疫学の考え方と意義、主な研究デザインを学ぶ。
医学、生物学における統計手法の基本的な考え方を理解する。

SO-04:社会の構造や変化から捉える医療
患者の抱える健康に関する問題の背景にある社会的な課題を適切に捉え、その解決の
ために積極的に行動する。

SO-05:国内外の視点から捉える医療
国内及び国際社会の中で規定される医療の役割と医療体制について概要を理解してい
る。

CM:コミュニケーション能力
患者及び患者に関わる人たちと、相手の
状況を考慮した上で良好な関係性を築
き、患者の意思決定を支援して、安全で
質の高い医療を実践する。

CM-01:患者に接する言葉遣い・態度・身だしなみ・配慮
患者のプライバシー、苦痛等に配慮し、非言語コミュニケーションを含めた適切なコ
ミュニケーションスキルにより良好な人間関係を築くことができる。
CM-02:患者の意思決定の支援とそのための情報収集・わかりやすい説明
患者や家族の多様性に配慮し、必要な情報についてわかりやすく説明を行い、患者の
主体的な治療やマネジメントに関する最善の意思決定を支援できる。
CM-03:患者や家族のニーズの把握と配慮
患者や家族の心理的、社会的背景を広い視野で捉える姿勢を持ち、患者の持つ困難や
必要な情報提供に対応できる。

IP:多職種連携能力
医療・保健・福祉・介護など患者・家族
に関わる全ての人々の役割を理解し、お
互いに良好な関係を築きながら、患者・
家族・地域の課題を共有し、関わる人々
と協働することができる。

IP-01:連携の基盤
患者や利用者、家族、地域の重要な課題について、協働する関係者と共通の目標を設
定する過程で、背景が異なることに互いに配慮し、役割、知識、意見、価値を伝え合
うことができる。

IP-02:協働実践
自他の役割や思考・行為・感情・価値観を踏まえ、協働する職種で信頼関係を構築
し、時に生じる職種間の葛藤にも適切に対応しながら、 互いの知識・技術を活かし合
い、職種としての役割を全うできる。
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学修目標
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学修目標

授業科目名
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